
妙高高原の名門、憧れの「赤倉観光ホテル」にて2連泊します

憧れの「赤倉観光ホテル」で楽しむ
格別な絶景

ク
ラ
シ
カ
ル
に
し
て
モ
ダ
ン

憧
れ
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
赤
倉
観
光
ホ
テ
ル
」

長野

妙高高原
（2泊）

長野
群馬

新潟

富山
野尻湖

妙高山

（上段）妙高高原や野尻湖を望むメインダイニング「ソルビエ」にてフレンチを（イメージ）
（下段）旬菜ダイニング「白樺」での和食や日本海の魚貝類を用いた料理（イメージ）

アクアテラスからは、水面越しに山々を望む絶景がお楽しみいただけます。気象条件
が合えば雲海が見られる

赤を基調としたフロントロビー

シックで落ち着いたお部屋（イメージ）

ホテル前の眺め　冬はスキー場となります

お部屋にもきめ細かいサービスが 創業時代から変わらない荷物タグ

　

秀
麗
な
山
容
は「
越
後
富
士
」と
も
称
え
ら
れ
、

日
本
百
名
山
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
妙
高
山
。

そ
の
中
腹
、
標
高
１
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
涼
や
か

な
高
原
に
建
つ「
赤
倉
観
光
ホ
テ
ル
」は
、
日
本
の

本
格
的
な
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
草
分
け
的
な
存
在
と

し
て
、
人
々
の
憧
れ
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　

抜
群
の
眺
望
、
ク
ラ
シ
カ
ル
で
品
格
あ
る
館
内
、

地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
活
か
し
た
お
食
事
、
そ
し

て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
お
も
て
な
し
。
さ
ら
に

は
源
泉
か
け
流
し
の
豊
富
な
温
泉
と
、
ま
さ
に
上
質

を
知
る
人
に
ふ
さ
わ
し
い
滞
在
を
楽
し
め
る
ホ
テ
ル

と
し
て
高
い
人
気
を
誇
り
ま
す
。
そ
の
た
め
ツ
ア
ー

は
も
ち
ろ
ん
個
人
で
も
な
か
な
か
予
約
が
取
り
づ
ら

い
の
で
す
が
、
こ
の
た
び
弊
社
で
は
清
々
し
い
初
夏

の
好
適
シ
ー
ズ
ン
に
赤
倉
観
光
ホ
テ
ル
に
２
泊
す
る

旅
を
２
コ
ー
ス
ご
用
意
で
き
ま
し
た
。

創
業
87
年

国
際
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と
し
て

誕
生
し
た「
赤
倉
観
光
ホ
テ
ル
」

　

１
９
３
０
年（
昭
和
５
年
）、
当
時
の
日
本
政
府

は
外
貨
獲
得
と
国
際
親
善
の
た
め
、
外
国
人
旅
行

客
の
誘
致
を
図
ろ
う
と
、
鉄
道
省
国
際
観
光
局
を

設
立
。
そ
の
施
策
の
一
環
と
し
て
、
国
際
リ
ゾ
ー
ト

ホ
テ
ル
の
建
設
を
推
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

当
時「
帝
国
ホ
テ
ル
」の
会
長
だ
っ
た
大
倉
喜
七
郎

が
富
裕
層
の
リ
ゾ
ー
ト
滞
在
に
ふ
さ
わ
し
い
ホ
テ

ル
建
設
に
乗
り
出
し
、
長
野
県
に
上
高
地
帝
国
ホ

テ
ル（
１
９
３
３
年
）を
、
静
岡
県
に
川
奈
ホ
テ
ル

（
１
９
３
６
年
）を
開
業
。
さ
ら
に
１
９
３
７
年
、

妙
高
山
麓
に
本
格
的
な
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
と

し
て
誕
生
し
た
の
が「
赤
倉
観
光
ホ
テ
ル
」で
す
。

　

白
壁
に
赤
い
屋
根
が
印
象
的
な
建
物
は
、
ス
イ

ス
の
山
小
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

設
計
者
の
高
橋
貞
太
郎
は
、
川
奈
ホ
テ
ル
や
学
士

会
館
、
帝
国
ホ
テ
ル
新
館
な
ど
も
手
掛
け
た
当
時

を
代
表
す
る
建
築
家
の
一
人
で
す
。
前
年
に
は
二
・

二
六
事
件
、
そ
し
て
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
一
方

で
は
平
和
の
象
徴
で
も
あ
る
パ
リ
万
国
博
覧
会
が

開
か
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
激
動
の
時

代
に
誕
生
し
た「
赤
倉
観
光
ホ
テ
ル
」。
そ
の
頃
の

日
本
で
は
ま
だ
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
あ
っ
た「
国

際
観
光
地
」と
し
て
、
海
外
の
賓
客
に
も
恥
じ
な
い

よ
う
に
と
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
創
業
当
時
の
建
物
は
１
９
６
５
年（
昭

和
45
年
）に
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
わ
ず
か
一

年
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
ぬ
姿
で
再
建
さ
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
ク
ラ
シ
カ
ル
な
趣
は
そ
の
ま
ま
に
、
快
適
な

滞
在
を
実
現
す
べ
く
２
０
０
８
年（
平
成
20
年
）に

は
本
館
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
さ
ら
に
２
０
０
９

年
に
は
ス
パ
＆
ス
イ
ー
ト
棟
が
、
２
０
１
６
年
に

は
プ
レ
ミ
ア
ム
棟
が
増
築
さ
れ
、
よ
り
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
な
滞
在
を
楽
し
め
る
ホ
テ
ル
へ
と
進
化
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

次ページで憧れの赤倉観光ホテルに２泊する旅 ２コースをご紹介しています。併せてご覧ください。

「赤倉観光ホテル」のメインダイニング「ソルビエ」では、伝統
の味を受け継ぐ本格的なフレンチコース料理をご賞味いただ
きます。もう１日は、日本料理の「白樺」にて。四季折々の妙
高の自然を写し取ったかのような和の膳は、目も舌も喜ばせ
てくれます。また、新潟のブランド米「新之助」を妙高の清らか
な水で炊き上げたご飯の美味しさも格別で、細部にわたるホテ
ルのこだわりを感じさせてくれます。

スパ＆スイート棟にある露天風呂付き温泉大浴場からは、遮
るものひとつない絶景が広がっています。温泉は、江戸時代
に開湯された歴史ある赤倉温泉。妙高山中腹の北地獄谷より
自然噴出している、源泉かけ流しの天然温泉です。「雲海に包
まれる憧れの高原リゾート」としての異名も持ち、運が良けれ
ばアクアテラスや温泉から、雲海をご覧いただくことができ
るかもしれません。

◆ レストラン
ホテル自慢のお食事は、
２泊して和洋２つのダイニングで

◆ 温泉
山並みを愛でながら、
ゆったり名湯でくつろぐ贅沢



■東京からの参加に便利な交通機関（ご参考）
往路：東京駅13：24発D長野駅14：49着（はくたか565号）
復路：松本駅13：45発D新宿駅16：25着（あずさ34号）

人気の観光列車「雪月花」。お食事とともに車窓から妙高高原の山々が楽しめます（イメージ）上高地では、河童橋の眺めを楽しみます（イメージ）

糸魚川が語る地球の秘密
フォッサマグナ妙高高原の空中散歩や

上高地の散策も楽しみです

予約が至難のリゾート列車
「雪月花」に乗車します上高地の歴史を見守ってきた

「上高地ルミエスタホテル」にも宿泊

妙高高原スカイケーブルで空中散歩

フォッサマグナは、ドイツ人地質学者ナ
ウマン博士が命名した「大きな溝」という
意味の地質構造で、日本列島の中央に位
置します。糸魚川－静岡構造線は日本列
島を地質学的に東日本と西日本に分ける
断層で、北アメリカプレートとユーラシ
アプレートの境界、日本列島がアジア大
陸から離れる時にできた大地の裂け目と
も考えられています。
糸魚川にあるフォッサマグナミュージア
ムでは、常設展示室を6つのエリアに分け、
糸魚川を代表する美しい鉱物「ヒスイ」や

「フォッサマグナ」などをポイントに、地
質の時代経過に沿って地球が育んできた
自然環境や資源の恵みを学ぶことのでき
る内容となっています。

妙高山の中腹を結ぶ妙高高原スカイケー
ブルに乗って標高1300メートルにある山
頂駅へ。晴れた日には遠く志賀の山並み
から斑尾山、野尻湖までも見晴らす大パ
ノラマをご覧いただけるでしょう。また、
上高地では大正池や河童橋周辺の散策に
ご案内します。日帰り観光となる場合が
多い上高地ですが、このたびは宿泊しま
すので、夕方や朝の時間帯も含め、様々
な景観をお楽しみください。

JR九州の「ななつ星」とともに、地方鉄道
で観光列車の先駆けとなったのが、えちご
トキめき鉄道の「雪月花」でした。天井の一
部まで大きく取られた窓から、上越妙高の
山々の景色や日本海沿岸の風景などをのん
びり眺めながら、列車は進んでいきます。

「雪月花」のもう一つの楽しみが、車内での
お食事です。乗車する午後便は和食のメ
ニューで、上越高田の「百年料亭 宇喜世」
と、糸魚川市能生の「割烹 汐路」が交代で
担当します。旬の上越の食材を活かした、
ランチをお召し上がりいただきます。

明治40年に開業した清水屋旅館が全面改
装してリニューアルオープン後、2014年
に「上高地ルミエスタホテル」として誕生し
ました。日本アルプスを世界に紹介した日
本近代登山の父ウォルター・ウェストンや、
洋画家・詩人の高村光太郎、智恵子夫妻が
滞在した歴史のある宿です。大自然を望む
客室や梓川ほとりのテラス、温泉大浴場や
露天風呂など充実した設備と定評のあるお
食事をお楽しみください。

妙高山の中腹を結ぶゴンドラリフト、妙高高原スカ
イケーブルに乗って標高1300メートルにある山頂
駅へ。晴れた日には遠く志賀の山並みから斑尾山、
野尻湖まで見晴らす大パノラマを楽しみながら、約
11分の空中散歩です。山頂駅周辺には美しいブナ
の原生林が広がります。

四季折々の妙高のすばらしい自然を愛する人々が集う館として、歴史と伝統を重ねて
きた名門「赤倉観光ホテル」に連泊滞在。これまで多くの国内外の貴賓や要人を迎えて
きた高原リゾートホテルの草分け的存在であり、一度は泊まりたい憧れの宿のひとつ
です。ホテルメインダイニングでの旬の地元食材をいかした本格フレンチや、源泉か
け流しの湯もお楽しみいただけます。ホテルの最寄り駅、妙高高原駅へのアプローチ
はえちごトキめき鉄道を走る人気の観光列車「雪月花」にて、優雅なランチを楽しみな
がらご案内します。初夏の緑が美しい上越、北信の自然美にふれる3日間です。

妙高の四季折々の自然を楽しめる館として人気の「赤倉観光ホテル」。日本の高原リ
ゾートの草分け的存在として国内外の多くの賓客を迎えてきました。一度は泊まり
たい憧れの宿を、この度は2連泊でご用意いたしました。ホテルのメインダイニング
での旬の地元食材をいかした本格フレンチや、源泉かけ流しの天然温泉をたっぷり
お楽しみください。旅の後半は上高地に移動し、全客室から大自然を一望でき、温
泉や食事が魅力的な「上高地ルミエスタホテル」に宿泊。昼間だけの立ち寄りが多い
上高地ですが、宿泊することで日中の観光に加え、朝夕の散歩や夜空観察も可能です。
この2つのリゾートホテルの宿泊をメインとしつつ、蔵の町並みが残る須坂や、小布
施も訪れ、北信越の歴史や文化的な部分もご紹介します。

ツアープランナーよりツアープランナーより

フォッサマグナミュージアム　
写真提供：糸魚川市観光協会

人気のワイナリー 「サンクゼールの丘」

蔵の町須坂や小布施の北斎館も訪問

ヨーロッパの田舎を彷彿とさせる「サンクゼール
の丘」に立ち寄ります。食品や雑貨を販売するサ
ンクゼールや久世福商店を全国展開するサンク
ゼールの本店
で の ワ イ ナ
リーツアーを
お楽しみくだ
さい。

須坂藩の陣屋町として始まり、大笹街道を使っ
て江戸へと物資を運ぶ商業の町として栄えた須
坂では田中本家博物館を訪ね、当時の面影が残
る豪商の館をご覧いただきます。また、「信州の
小江戸」と呼ばれ北信濃の文化の中心として栄え
た小布施は葛飾北斎ゆかりの地です。北斎は80
歳を超えて豪商の高井鴻山の招きで小布施を訪
れ、晩年の大作を数多く仕上げました。北斎館
でその作品を見ることができます。

緑豊かなサンクゼールの丘蔵の町須坂の町並み　©須坂市観光協会 大きな窓から、車窓風景を楽しめます（車両の内装は異な
る場合があります）（イメージ）大正池(イメージ)

妙高高原スカイケーブル（イメージ）

「上高地ルミエスタホテル」の外観

料理にも定評があり
ます（イメージ）

車内ではアテンダン
トが親切にサービス
（イメージ）

人気列車とラグジュアリーホテルを楽しむ  一度は泊まりたい憧れの宿

憧れの赤倉観光ホテルと
えちごトキめき鉄道
「雪月花」 3日間

集合・日数・出発日 旅行代金

【東京駅集合・3日間】
5月25日（日）, 6月1日（日） ¥248,000

1

東京駅09：32発（新幹線）D糸魚川駅11：37着K糸魚川
（●フォッサマグナミュージアム、●玉翠園）K糸魚川駅13：
59発Dえちごトキめき鉄道の人気観光列車「雪月花」に乗車
（途中、地元の人気レストラン監修のお食事を楽しみます）D
妙高高原駅16：22着K妙高高原17：00着（名門「赤倉観
光ホテル」へ　夕食はホテルのメインダイニングルーム「ソル
ビエ」にて）� 【2連泊】（妙高高原泊）shy

2

妙高高原B妙高高原スカイケーブルR山頂駅（展望台から
の眺めを楽しみますB妙高山を望む○いもり池の散策や、○
苗名滝へとご案内Bホテルへ戻り自由行動。ごゆっくりお過
ごしください。夕食はホテル内の旬菜ダイニング「白樺」にて
� （妙高高原泊）asy

3
妙高高原10：00発B●サンクゼールの丘（ワイナリーの
見学と試飲）B●長野県立美術館（東山魁夷館もあわせてご
案内。昼食は人気のミュージアムレストランにて）B長野駅
16：11発（新幹線）D東京駅17：36着� ahs

■最少催行人員：12名様　■食事：朝食2回、昼食2回、夕食2回
■添乗員：東京駅ご出発時から東京駅ご到着時まで同行します。
■ホテル：妙高高原／赤倉観光ホテル（洋室　本館ツイン野尻湖側）
■利用予定バス会社：頸城自動車株式会社または同等クラス
■利用予定運送機関：新幹線普通車指定席

新潟・長野

憧れの赤倉観光ホテルと
上高地ルミエスタホテルの旅 
4日間

集合・日数・出発日 旅行代金

【新大阪駅集合・4日間】
6月8日（日） ¥298,000

【上高地ルミエスタホテルアップグレードプラン】
・和洋シアタールーム（56㎡）利用：1室あたり追加代金 ¥46,000
・ラグジュアリーシアタールーム（56㎡）利用：1室あたり追加代金 ¥56,000
（お1人でご参加のお客様は、1名室利用追加代金¥90,000にて承ります。お1人部
屋利用の場合は上高地ルミエスタホテルはビューバスツインまたはスーペリアツイ
ンとなります。）

1

新大阪駅10：48発（新幹線）D名古屋駅11：42着　12：
00発（特急）D長野駅15：00着B須坂（豪商の館●田中本
家博物館）B妙高高原17：00着（名門「赤倉観光ホテル」へ
夕食はホテルのメインダイニングルーム「ソルビエ」にて）
� 【2連泊】（妙高高原泊）ssy

2
妙高高原B妙高高原スカイケーブルR山頂駅（展望台からの
眺めを楽しみます。山頂駅周辺の散策）Bホテルへ戻り自由
行動。ごゆっくりお過ごしください。夕食はホテル内の旬菜ダ
イニング「白樺」にて� （妙高高原泊）asy

3
午前、出発までゆったりとお過ごしください。
妙高高原11：00発B小布施（●北斎館）B（ご希望の方は、
大正池までの散歩へ添乗員がご案内します）B上高地15：00着
（「上高地ルミエスタホテル」へ）� （上高地）ahy

4
午前、河童橋周辺の静かな上高地をガイドとともに散策します。
上高地B松本駅13：54発（特急）D名古屋駅16：07着 　
16：26発（新幹線）D新大阪駅17：17着� ass

ご自宅までお荷物を託送します。

■最少催行人員：12名様　■食事：朝食3回、昼食1回、夕食3回
■添乗員：新大阪駅ご出発時から新大阪駅ご到着時まで同行します。
■ホテル：妙高高原／赤倉観光ホテル（洋室　本館ツイン野尻湖側）、上高地／上高
地ルミエスタホテル（洋室　ビューバスツインまたはスーペリアツイン）※お部屋の
アップグレードプランがあります。）
■利用予定バス会社：アルピコ交通または同等クラス
■利用予定航空会社：新幹線普通車指定席、JR特急普通車指定席

楽楽

サービス
お荷物

現地合流プラン：糸魚川駅合流（出発）/長野駅離団（帰着） 旅行代金から ￥18,000引き

現地合流プラン：長野駅合流（出発）/松本駅離団（帰着）    旅行代金から ¥25,000引き
　　　　　　　  名古屋駅合流（出発）/名古屋駅離団（帰着）旅行代金から ¥12,000引き

（お1人でご参加のお客様は、1名室利用追加代金¥80,000にて承ります。）

ニッポンスモールラグジュアリー&こだわりの宿



ご旅行条件（抜粋） ●この書面は、旅行業法第12条の4に定める取引条件説明書面および同法第12条の5に定める契約書面の一部となります。
　別途交付する旅行条件書（全文）をお受け取りの上、必ずご確認いただいた上でお申し込みください。

1. 旅行のお申込み・予約・旅行契約の成立
（1）お申込みは、当社にて当社所定の旅行申込書に所定の事項

をご記入のうえ、申込金（40,000円又はパンフレットに明示
した場合はその額）を添えてお申込みいただきます。

（2）当社は、電話、ファクシミリ、インターネット、Eメールその
他の通信手段による旅行契約の予約を承ります。この場合、
旅行契約は、予約の時点では成立しておらず、当社が旅行
契約の締結を承諾した旨を通知した日の翌日から起算して3
日以内に申込書の提出と申込金のお支払いをしていただき
ます。この期間内に申込金のお支払いがなされない場合、
当社は、予約はなかったものとして取り扱います。

（3） 旅行契約は、当社が旅行契約の締結を承諾し、申込金を
受理した時に成立します。なお、お支払い対象旅行代金や、
申込金をクレジットカードを利用、自動引き落とし方法での
お支払い方法を選択されたお客様との旅行契約は、当社が
契約の締結を承諾する旨のメールがお客様に到達した時に
成立します。旅行契約は、当社が旅行契約の締結を承諾し、
申込金を受理した時に成立します。

2. 旅行代金のお支払い
旅行代金は、旅行開始日の前日から起算してさかのぼって21
日目に当たる日より前にお支払いいただきます。旅行開始日
の前日から起算してさかのぼって21日目に当たる日以降にお

申込みの場合、旅行開始日前の当社が指定する期日までにお
支払いいただきます。

3. お支払い対象旅行代金
「お支払い対象旅行代金」とは、「旅行代金として表示した金額」
と「追加代金として表示した金額」の合計額をいいます。

4. 旅行代金に含まれるもの
（1）パンフレット等、当社ホームページの旅行日程に明示した次に掲げるも

のが含まれます。
① 運送機関の運賃・料金（パンフレット等に特に別途の記載がない限り、
航空機の場合はエコノミークラス、鉄道は普通車を利用します。）

② 送迎バス料金、都市間の移動に係るバス料金、観光に伴うバス料金
③ ホテル等の宿泊機関の宿泊料金及び税・サービス料金（パンフレット
等に特に別途の記載がない限り1部屋に2名で宿泊した場合を基準
にします。）

④ 食事の料金（機内食は除く。）及び税・サービス料金
⑤ その他パンフレット等において、旅行代金に含まれる旨を表示したもの

（2）前（1）に記載したものは、お客様の都合により一部利用されなくても
払戻しの対象外となります。

5. 旅行代金に含まれないもの
第4項の他は、旅行代金に含まれません。その一部を以下に例示いたします。
（１）超過手荷物料金（特定の重量・容量・個数を超える分について）
（２）クリーニング代、電話料、ホテルのボーイ・メイド等に対する心付けそ

の他の追加飲食等個人的性質の諸費用及びそれに伴う税・サービス料金

（3）お１人部屋を使用される場合の「1室1名利用追加代金」
（4）ご希望者のみ参加されるオプショナルツアー（別途の小旅行）の料金
6. 取消料について
お客様は次に定める取消料をお支払いいただくことによりいつでも
旅行契約を解除することができます。

■各コース共通の旅行条件とご注意
■宿泊施設は特に明記してあるものを除きバスタブ・トイレ付きのお部屋です（大浴場などの施設がある場合、シャワーのみ、あるいはバスタブ・シャワーなしのお部屋となる場合
があります）。　■お1人でご参加のお客様は、1名室利用追加代金にて承ります。その場合は洋室シングルルームまたは和室となります。　■旅行開始日の前日から起算して、さか
のぼって14日目にあたる日以降の現地合流、離団はお受けすることが出来ませんので、なるべく早めにお申し出ください。　■キャンセル料半額制度は国内旅行の場合適用外と
なります。ご注意ください。　■マークの説明　H=航空機　D=列車　B=バス　K=自動車　a=朝食　h=昼食　y=夕食　s=食事なし　●＝入場観光 ◯＝下車観光　

旅行企画・実施
営業時間／月曜日～金曜日 午前9：30～午後5：30（土・日・祝は休業）

https://www.wastours.jp
旅行業公正取引協議会

旅行業公正取引
協 議 会 会 員一般社団法人日本旅行業協会正会員

ワールド航空 検 索WEBも
 どうぞ

※総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取引に関する責任者です。この旅行に関し、担当者からの説明にご不明な点があれば、ご遠慮なく上記の旅行業務取扱管理者におたずねください。 （株）ワールド航空サービス観光庁長官登録旅行業201号 

□ 東 京 支 店　TEL ： 03-3501-4111
　　　　　　　　　　　 東京都千代田区有楽町1-5-1 日比谷マリンビル 4階 〒100-0006 総合旅行業務取扱管理者 松﨑 浩
□ 大 阪 支 店　TEL ： 06-6343-0111
　　　　　　　　　　　 大阪市北区梅田1-1-3 大阪駅前第3ビル29階 〒530-0001 総合旅行業務取扱管理者 信濃 貴宣
□ 名古屋支店　TEL ： 052-252-2110
　　　　　　　　　　　 名古屋市中区栄3-14-7 RICCO栄8階 〒460-0008 総合旅行業務取扱管理者 柴﨑 範朗

□ 九 州 支 店　TEL ： 092-473-0111
　　　　　　　　　　　 福岡市博多区博多駅東2-5-28 博多偕成ビル2階 〒812-0013 総合旅行業務取扱管理者　木村 咲子
□ 札 幌 支 店　TEL ： 011-232-9111
　　　　　　　　　　　 札幌市中央区北1条西2-1 時計台ビル 5階 〒060-0001 総合旅行業務取扱管理者　真島 智
□ 藤 沢 支 店　TEL ： 0466-27-0111
　　　　　　　　　　　 神奈川県藤沢市藤沢484-1 藤沢アンバービル 3階 〒251-0052 総合旅行業務取扱管理者　近 博之

旅行契約の解除期日 取消料（お一人様）

旅行開始日の前日から起算してさかのぼ
って20日目（日帰り旅行にあっては10日
目）に当たる日以降8日目に当たる日まで
に解除するとき

旅行開始日の前日から起算してさかのぼ
って7日目に当たる日以降2日目に当た
る日までに解除するとき

旅行開始日の前日に解除するとき

当日（旅行開始前）に解除するとき

旅行開始後に解除するとき又は無連絡不
参加のとき

貸切船舶を利用するとき

お支払い対象旅行代金の20％

お支払い対象旅行代金の30％

お支払い対象旅行代金の40％

お支払い対象旅行代金の50％

お支払い対象旅行代金の100％

当該船舶に係る取消料規定による

ご旅行条件は、2025年2月1日現在の運賃・料金を基準としております。


